
第82号（4）

　12月17日、18日、21日、22日の本会議では、市政一
般について54人の議員が質問を行いました。その主な
質問と答弁の要旨は次のとおりです。（発言順）

一  般  質  問一  般  質  問

12月17日……4面

12月21日……6面

12月18日……5面

12月22日……7面

市
川
　
佳
子

　
　
　
（
民
主
党
）

松
原
　
成
文

　
　
　
（
自
民
党
）

岡
村
テ
ル
子

　
　
　
（
公
明
党
）

竹
間
　
幸
一

　
　
　
（
共
産
党
）

立
野
　
千
秋

　
　
　
（
民
主
党
）

石
川
　
建
二

　
　
　
（
共
産
党
）

清
水
　
勝
利

　
　
　
（
自
民
党
）

吉
沢
　
章
子

　
　
　
（
自
民
党
）

沼
沢
　
和
明

　
　
　
（
公
明
党
）

河
野
　
忠
正

　
　
　
（
公
明
党
）

飯
田
　
　
満

　
　
　
（
民
主
党
）

雨
笠
　
裕
治

　
　
　
（
民
主
党
）

現在の鹿島田こ線橋

横須賀線武蔵小杉新駅の完成予想図

幸消防署新庁舎の完成予想図

一   般  質  問  12　 月   17   日

猪
股
　
美
恵

　
　
　
（
無
所
属
）

け
い

●
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム

　
　
　
小
学
校
一
年
生
の
教
室
で
児
童
が
教
師

の
話
を
聞
か
ず
授
業
が
成
り
立
た
な
い
状
態
が

続
く
「
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
」
の
発
生
状
況
は
。

　
　
　

学
校
に
慣
れ
る
に
つ
れ
て
落
ち
着
く
の

が
通
常
だ
が
、
実
態
を
踏
ま
え
た
学
級
経
営
に

つ
い
て
初
任
者
研
修
な
ど
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

●
中
原
区
下
小
田
中
教
職
員
住
宅
跡
地

　
　
　
利
用
計
画
、
地
域
住
民
と
の
協
議
は
。

　
　
　

公
募
で
決
定
し
た
社
会
福
祉
法
人
が
、

二
十
二
年
度
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
開
所

す
る
。
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
予
定
だ
が

地
域
要
望
な
ど
も
考
慮
し
て
調
整
し
て
い
く
。

●
が
ん
対
策

　
　
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
国
内
で

発
売
さ
れ
る
が
、
市
立
病
院
で
の
対
応
は
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
の
流
通
状
況
、
他
医
療
機
関

の
対
応
な
ど
を
調
査
の
上
、
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
で
あ
る
井
田
病
院
を
中
心
に
接
種

の
実
施
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
管
理

　
　
　
国
内
で
の
故
障
事
故
が
報
道
発
表
さ
れ

た
が
、
市
が
配
備
す
る
機
器
の
点
検
体
制
は
。

　
　
　

事
故
と
同
機
種
の
も
の
は
メ
ー
カ
ー
が

点
検
を
行
っ
た
。
日
常
点
検
の
実
施
や
消
耗
品

交
換
時
期
の
管
理
を
関
係
局
に
通
知
し
て
い
く
。

●
既
存
校
舎
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

　
　
　
障
害
の
あ
る
生
徒
が
在
学
す
る
学
校
の

施
設
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　
　

東
小
倉
小
学
校
で
は
段
差
の
解
消
な
ど

の
緊
急
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
進
学

先
中
学
校
で
生
徒
の
障
害
状
況
な
ど
を
考
慮
し

な
が
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
鹿
島
田
こ
線
歩
道
橋
の
工
期
延
長

　
　
　
予
算
の
繰
り
越
し
決
定
後
も
住
宅
事
業

者
は
二
十
一
年
度
事
業
と
し
て
宣
伝
し
て
い

た
。事
業
者
へ
の
説
明
に
問
題
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
　

工
事
の
遅
れ
や
形
状
変
更
が
あ
る
こ
と

は
定
期
的
な
会
議
の
中
で
も
説
明
し
て
い
る
。

●
武
蔵
小
杉
地
区
再
開
発
事
業

　
　
　
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
武
蔵
小
杉
新
駅
へ
の
バ

ス
乗
り
入
れ
計
画
は
。

　
　
　

交
差
点
に
右
折
帯
を
暫
定
設
置
す
る
な

ど
の
改
良
を
行
い
、
二
十
二
年
三
月
の
駅
前
広

場
供
用
開
始
に
合
わ
せ
二
路
線
を
計
画
す
る
。

●
等
々
力
緑
地
再
編
整
備
基
本
構
想（
案
）

　
　
　
等
々
力
水
処
理
セ
ン
タ
ー
再
整
備
区
域

が
公
園
エ
リ
ア
に
指
定
拡
大
さ
れ
た
。
整
備
完

了
予
定
は
三
十
六
年
度
だ
が
、
そ
れ
ま
で
の
間

も
公
園
用
地
と
し
て
上
部
開
放
で
き
な
い
か
。

　
　
　

施
設
建
設
工
事
に
支
障
の
な
い
範
囲
内

で
開
放
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

●
学
校
ト
イ
レ
の
快
適
化

　
　
　
改
修
に
あ
た
り
児
童
生
徒
参
加
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
校
を
拡
大
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

自
分
た
ち
が
作
っ
た
と
い
う
意
識
を
持

つ
こ
と
で
、
ト
イ
レ
の
問
題
に
自
発
的
興
味
、

関
心
を
抱
く
な
ど
教
育
的
意
義
も
大
き
い
こ
と

か
ら
今
後
も
取
り
組
み
を
拡
大
し
て
い
く
。

●
市
立
川
崎
病
院
の
診
療
収
入

　
　
　
不
適
切
な
処
理
で
審
査
支
払
い
機
関
か

ら
戻
さ
れ
た
診
療
報
酬
明
細
書
の
額
は
。

　
　
　

二
十
一
年
十
一
月
時
点
で
約
三
億
七
千

万
円
分
が
累
積
し
て
お
り
、
処
理
計
画
を
策
定

し
て
二
十
一年
度
内
に
す
べ
て
再
請
求
を
行
う
。

●
川
崎
駅
東
西
口
の
連
携
強
化
と
安
全
対
策

　
　
　
県
道
川
崎
府
中
線
と
県
道
川
崎
町
田
線

Ｊ
Ｒ
ガ
ー
ド
下
の
通
行
安
全
対
策
は
。

　
　
　

東
口
の
再
編
整
備
に
伴
う
交
通
流
の
変

化
な
ど
も
踏
ま
え
、
二
十
二
年
度
に
庁
内
に
検

討
の
場
を
設
け
て
歩
行
者
と
自
転
車
の
安
全
な

通
行
空
間
の
確
保
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
幸
消
防
署
仮
庁
舎
跡
地
の
有
効
利
用

　
　
　
二
十
二
年
二
月
に
新
庁
舎
が
完
成
す
る

が
、
仮
庁
舎
跡
地
の
利
用
検
討
状
況
は
。

　
　
　

二
十
年
度
に
実
施
し
た
土
地
の
利
活
用

希
望
調
査
を
基
に
庁
内
調
整
を
進
め
、
二
十
一

年
度
中
に
新
た
な
利
用
目
的
を
定
め
て
い
く
。

●
市
民
農
園
・
ふ
れ
あ
い
農
園

　
　
　
市
民
の
要
望
も
強
く
農
家
に
も
有
益
な

仕
組
み
だ
が
、
相
続
税
猶
予
制
度
の
対
象
外
で

あ
る
。
制
度
見
直
し
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　
　

相
続
に
よ
り
農
園
を
閉
園
せ
ざ
る
を
得

な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
農
業
団
体
な
ど
と
連

携
し
て
国
な
ど
に
改
正
を
要
望
し
て
い
く
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
へ
の
支
援

　
　
　
バ
ス
の
運
行
経
費
に
対
し
、
福
祉
的
観

点
か
ら
の
補
助
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

通
常
の
路
線
バ
ス
に
対
す
る
高
齢
者
外

出
支
援
乗
車
事
業
な
ど
と
の
公
平
性
に
配
慮
し

た
上
で
所
要
の
支
援
の
検
討
も
必
要
と
考
え
る
。

●
駐
車
禁
止
規
制
解
除
地
域
の
安
全
対
策

　
　
　
規
制
解
除
さ
れ
た
宮
前
区
宮
崎
第
一
公

園
周
辺
道
路
に
駐
車
し
た
車
両
の
間
か
ら
の
飛

び
出
し
事
故
対
策
を
早
急
に
講
じ
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

歩
行
者
の
安
全
確
保
に
向
け
、
公
園
側

に
横
断
防
止
柵
な
ど
を
設
置
す
る
。

●
硬
式
球
対
応
の
野
球
場
整
備

　
　
　
等
々
力
球
場
を
プ
ロ
野
球
公
式
戦
が
開

催
で
き
る
施
設
に
改
修
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

等
々
力
緑
地
再
編
整
備
基
本
構
想（
案
）

で
は
野
球
場
の
環
境
整
備
も
目
標
と
し
て
ま
と

め
て
お
り
、
施
設
の
機
能
や
規
模
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
聞
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

●
川
崎
縦
貫
高
速
鉄
道
線
整
備
事
業

　
　
　
市
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
で
事
業
費

を
三
割
削
減
す
る
と
し
た
が
、
根
拠
は
。

　
　
　

電
池
電
車
の
導
入
で
電
気
系
統
が
不
要

と
な
り
ト
ン
ネ
ル
も
小
さ
く
で
き
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
削
減
可
能
と
予
測
し
た
。

●
出
資
法
人
へ
の
補
助
金

　
　
　
市
か
ら
の
派
遣
職
員
へ
の
人
件
費
に
補

助
金
を
充
当
す
る
の
は
違
法
と
思
う
が
、
二
十

一
年
度
中
に
職
員
を
引
き
揚
げ
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

行
財
政
改
革
を
進
め
る
中
で
派
遣
の
必

要
性
を
検
証
し
、
目
的
の
達
成
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
て
計
画
的
に
引
き
揚
げ
を
行
っ
て
い
く
。

●
行
政
委
員
の
月
額
報
酬

　
　
　
日
額
制
の
導
入
な
ど
、
勤
務
実
態
に
合

っ
た
報
酬
に
見
直
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

係
争
中
の
住
民
訴
訟
の
判
断
や
他
都
市

の
裁
判
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
の
活
用
な
ど
も
含
め
て
合
理
的
な
報

酬
の
あ
り
方
を
研
究
し
て
い
く
。

●
職
員
厚
生
会
事
業
の
見
直
し

　
　
　
職
員
厚
生
会
へ
の
補
助
金
の
全
廃
に
向

け
て
給
付
金
事
業
の
見
直
し
を
図
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

社
会
経
済
情
勢
や
他
都
市
の
状
況
を
踏

ま
え
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
給
付

事
業
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

●
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
善

　
　
　
公
平
公
正
な
利
用
の
た
め
に
予
約
シ
ス

テ
ム
の
抜
本
的
な
改
正
が
必
要
で
は
。

　
　
　

施
設
の
利
用
全
般
に
わ
た
っ
て
市
民
か

ら
意
見
、
要
望
を
頂
い
て
お
り
、
庁
内
横
断
的

な
検
討
組
織
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

●
は
る
ひ
野
地
区
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　
　
　
宅
地
造
成
業
者
と
の
話
し
合
い
の
経
過

が
建
築
業
者
に
担
保
さ
れ
ず
、
住
民
と
多
く
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。
市
の
指
導
は
。

　
　
　

住
民
と
合
意
し
た
造
成
計
画
を
損
な
わ

な
い
建
築
工
事
と
な
る
よ
う
、
事
業
者
に
対
し

住
民
へ
の
誠
意
あ
る
対
応
を
指
導
し
て
い
る
。

●
市
立
川
崎
高
校
の
再
編
整
備

　
　
　
南
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
と
複
合
化
す

る
の
で
は
な
く
、
資
格
取
得
に
関
連
す
る
福
祉

施
設
の
配
置
を
教
育
面
か
ら
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

福
祉
科
の
実
習
受
け
入
れ
施
設
は
充
足

し
て
お
り
、
福
祉
業
務
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
な
ど
で
セ
ン
タ
ー
と
交
流
し
て
い
き
た
い
。

●
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

　
　
　
調
査
済
み
の
公
共
施
設
か
ら
ア
ス
ベ
ス

ト
が
検
出
さ
れ
た
。再
調
査
を
行
う
べ
き
で
は
。

　
　
　

各
施
設
管
理
者
に
改
め
て
調
査
を
依
頼

し
て
お
り
、
専
門
家
の
調
査
が
必
要
な
建
物
に

つ
い
て
は
適
切
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

＊◆
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
（
四
面
）

　

市
の
公
共
施
設
利
用
予
約
シ
ス
テ
ム
の
こ

と
で
、
利
用
者
登
録
を
す
る
と
、
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
、
区
役
所
な
ど
に
設
置
し
た
利
用
者

端
末
な
ど
か
ら
市
内
九
十
一
カ
所
の
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
施
設
な
ど
の
利
用
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。
ま
た
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
生
涯
学

習
情
報
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◆
防
災
公
園
（
五
面
）

　

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
復
旧
・
復
興
の
拠

点
や
避
難
地
な
ど
と
し
て
機
能
す
る
も
の

で
、
地
域
防
災
計
画
な
ど
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
都
市
公
園
の
こ
と
で
す
。

●
物
品
購
入
契
約

　
　
　
公
営
企
業
会
計
適
用
の
交
通
局
で
も
、

随
意
契
約
で
き
る
範
囲
や
契
約
情
報
の
公
表
基

準
は
市
長
事
務
部
局
と
同
一
に
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

随
意
契
約
の
範
囲
は
二
十
一
年
十
月
に

改
正
を
行
っ
た
。
情
報
の
公
表
も
で
き
る
限
り

同
様
の
対
応
を
図
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

●
鹿
島
田
こ
線
歩
道
橋
の
工
期
延
長

　
　
　
二
十
四
年
度
完
成
ま
で
の
間
、
現
在
の

こ
線
橋
の
途
中
に
階
段
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　

市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
新
た
に

整
備
さ
れ
る
交
通
広
場
用
地
か
ら
接
続
す
る
暫

定
的
な
施
設
の
設
置
を
検
討
、
調
整
す
る
。

用
語
の
解
説


